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仏教大学教授 黄　當時

O ． は じ めに 1 ．先達の 知見

　海幸彦 ・
山幸彦の 話 の 中に、山幸彦が釣針をな

く し て 海岸で 泣 い て い た時に 、シ ホ ツ チ の 老翁が

来て、ある船 を造 り、ワ タ ツ ミの 宮に行かせ る場

面 があ る。

　こ の 船には 、幾 つ か の 名称があ る 。 『占事記 』（上
　 　 　 　 　 　 ま な し か つま の お ぶ ね 　 　 ま な し

巻〉 で は 、「无間勝間 之小 船eOl）X無間勝 間之小 船
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま な しかた ま

0゚2 ）
」 で あ る が、『日本書紀』で は 、「無 目 se　003 ）」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Otた ま

（神 代下、第 卜段、正 文）、「無 目堅間004）
」 （神代

一
ド、第十段、

一
書第一）で あ る。そ して 、こ れ ら

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お ほ ま あ ら こ

（以 下、姉妹船）以外 に、さらに
一

っ 、「大 目麁籠

005）
」 （『日本書紀』神 代下 、 第十段 、

一
書第

一
） と

い う名称 も持 っ て い る 。

　 「大目麁籠」 と い う名称は 、姉妹船 の それ と か

な り異なっ て い るが 、こ の 表記に間違 い はない の

だろ うか．同 じで き ごと の 報告 で あ りな が ら、姉

妹船は沈まず、「大 目麁籠」 はす ぐ沈む。こ れ ほ ど

大き な解釈 の 矛 盾 をど う理 解す べ きかに つ い て 、

合理 的な解説や説明が な され て い な い が 、そ れ は

手の 出しよ うが な い か らで はな い の だ ろ うか。海

の 経験の 乏 し い 私た ちに、解析対象を見極め る能

力や解析 に 必 要 な知 識等が 不足 し て は い ない の だ

ろ うか。

　 厂大 目麁籠」 は、一
見 、 手 の 付 け よ うが な い よ

うに見えるが、仮 に、私 た ち の 視点を、こ の 説話

を残 した人 々 の視点 に もう少 し近づ ける こ とが で

き る な ら ば、何 と か 理 解 で き そ う に も見 え る。 こ

の 説話を残 した人 々 の視点 とは、い わゆる海の 民

の 視点で あ る が
、 具 体的には 、 彼 らの 言 語や 文化

に つ い て の 知識 と い うこ とにな ろ う。

　 誰 しも、姉妹船が何で あるの かが正確 にわか り

さえすれ ば解 明 の 扉 を開 け られ る、とい う見 当は

つ く。小論では 、有用 な知 見を手掛か りに、さら

に 必 要最小限の 知識を入 手しっ っ 、姉 妹船 とい う

い わば外堀を埋め る こ とか ら、解析 を進 め て い く

こ とに し た い 。

　言語に つ い て は 、これまで の 研究には見る べ き

もの が ほ とん どな い が、二 人 の 先達が 「枯野 」 解

明 の 過程で示 した もの が有用 と思われ るの で、見

てお きた い 。

　茂在寅 男氏 は、人 間は有史以 前か ら驚くほ ど の

広範囲にわた っ て航海や漂流に よっ て 移動 して い

た、と考えて い る。そ の 研究は、日本語の 語彙に

も及び 、『記紀』の 物語が成 立した 頃は、ある種 の

高速船 を 「カ ヌ
ー

」 また は 「カ ノー
」 と呼ん で い

た の で、そ の 当て字 として 「枯野 」 （『古事記』）、

「枯野、軽野」 （『日本書紀』）が使われ た の ではな

い か 、と推論 して い る。

　現在 の 「カ ヌ
ー

」 と い う言 葉は 、コ ロ ン ブ ス の

航海以 後、カ リブ海 の 原 住民 か ら伝 えられ た もの

で あ り、そ の ア ラ ワ ク 語が 元 で 、さら に そ の 語源

をた どる と北太平洋環流に 関係 し て くる、と言 う。

茂在氏は 、『記紀』の 中に 古代ポ リネシ ア語 が多く

混 じ っ て い る 、と述 べ 、様 々 な例を挙げ る が 、「枯

野」 に つ い て は、具体的な手掛か りを示 さなか っ

た lel）

。その 説は、重要な提言で は あ っ た が、そ

れ以 上 の 知見 が出 て こなけれ ば、面 白い 考えだ、

で 終わ っ て し ま うも の で あ っ た 。

　井上 夢間氏 は、「枯野 」等 の 言葉 とカ ヌ
ーと の 関

係に っ い て、基本的で重要な こ とが らを次 の よ う

に簡潔に 説明 して い る
102〕

。

　私 も大筋と しては 同 じ考えで すが、茂在氏

が い ささか乱暴 に こ れ らの 語 を
一括 して 同

一一

語 とされ て い る の に対 し、私は こ れ らはそれ

ぞれ異な っ た語で、ポ リネシ ア 語の 中の ハ ワ

イ 語 に よ っ て解釈が 可能で あ る と考え て い ま

す 。

　カ ヌ
ー

は、一般的には ハ ワ イ 語で 「ワ ア 、

WAA 」 と呼ばれ ます （ハ ワ イ語 よ りも古い 時

期 に原 ポ リネシ ア語 か ら分かれ て変化 した と

され る サ モ ア 語 で は 「ヴア 、VA ’A 」、ハ ワ イ
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語 よ りも新 し い 時期に 原ポ リネ シ ア語か ら分

かれた が、そ の 後変化が停止 した と考 えられ

る マ オ リ語 で は 「ワ カ 、WAKA 」）。 しか し、

カ ヌ
ー

をそ の 種類に よ っ て 区別する場 合に は、

それぞれ 呼び方が異な ります。

　ハ ワ イ語 で 、
一

つ の ア ウ トリガ
ー

を も っ た

カ ヌ ーを 「カ ウカ ヒ 、KAUKAHI 」 と呼 び 、

双胴の カ タマ ラ ン 型 の カ ヌ
ーを 「カ ウル ア 、

KAULUA 亅 （マ オ リ語 で は 、タ ウル ア 、

TAURUA ） と呼び ます 。
ハ ワ イ 語 の 「カ ビ 、

KAHI 」 は 「一つ 亅 の意味、「ル ア 、　 LUA 」 は

「二 つ 」 の 意味、「カ ウ、 KAU 」 は 「そ こ に

在る 、 組み 込 まれ て い る 、停泊 し て い る 」 と

い っ た意味で 、マ オ リ語 の こ れ に相 当する 「タ

ウ、TAU 」 の 語 に は 、「キチ ン と し て い る、

美 しい 、恋人 」 とい っ た意味が含まれ て い る

こ とか ら します と、こ の 語に は 「し っ か り と

作 られ た ・可愛 い や つ 」 とい っ た語感がある

の か も知 れません 。

　 こ れ らの こ とか ら します と、『古事記』等 に

出て くる 「か ら の 」 または 「か らぬ 」、「か る

の 」 は 、ハ ワ イ 語 の 「カ ウ ・ラ ・ヌ イ 」

KAU ・ta ・NUI （kau ＝to　pLace ，　to　set ，　rest ＝

canoe ；la＝ sail ；nui ＝ large）、
「大きな ・帆を

もつ ・カ ヌ
ー

」 「カ ウル ア ・ヌ イ 」 KAULUA ・

NUI （kaulua＝ 　double　canoe ；nui　＝ 　large）、

　「大 きな ・双 胴 の カ ヌ
ー

」 の 意味 と解する こ

とが でき ます 。

　 また 、
「か の う」 は 、ハ ワ イ 語 の 「カ ウ ・ヌ

イ 」 KAU ・NUI （kau 　＝ 　to　plaoe，　to　set ，　re 　g．　t　＝

canoe ；nui ＝ large）、「大きな ・カ ヌ
ー

」 の 意

味 と解す る こ とがで きます。

　 以上 の よ うに 、 記紀 に 出て くる言葉で 日本

語 で は合理的に解釈で きな い 言葉 が 、ポ リネ

シ ア語 に よ っ て合理 的に 、実に 正確 に解釈す

る こ と が で きる の で す 。

　井上氏 の 解明 は、言語 面 か ら の 研 究に突破 口 を

開くもの であ っ た 。
こ こ に 引用 した知見は、古代

日本語 にお ける船舶の 名 称 の 解明 に向けた極め て

重要な手掛か りとな る 。

2 ．『万葉集』の 例

　寺川真知夫氏が『万葉集』の
一
部 の船に つ い て 、

次の よ うに簡潔に ま とめ て い る の で
201）

、井上氏

の 説 くと こ ろを手掛か りに して、考察を加 え て み

た い
。

　 …　 『万葉集』の 巻 二 十に伊豆 手夫禰 （四

三三 六）、伊 豆手乃船 （四四 六〇）と二 例伊豆

国産 の 船 が詠 まれ て お り、奈良時代 中期 に は

大阪湾に 回航 され 、使用 され て い た こ とが知

られる 。 そ の 船は伊豆手船すな わち伊豆 風の

船 と呼ばれて い るか ら、熊野船 （巻十二 、三

一
七 二 ）、真熊野之船 （巻六 、九四 四｝、真熊

野 之小船 （巻六、
一

〇三 三 ）、安之我良乎夫禰

（巻十 四 、三 三 六 七） な ど と同じ く、何 らか

の 外見 上 の 特徴 を有す る船 で あ っ た に 違 い な
　　　　　　ママ
い ．こ の 四三 六 六 の 歌 では f防人の 堀 江 こ ぎ

つ る伊豆手夫禰」 とあ るか ら、こ れ を防 人 の

輸送 と解 し得 るなら、 そ の 特徴は 大量輸送 の

可能な大型船 で はなか っ た か と思われ る 。

　以 下、順 を追 っ て検討 し て み る こ とに しよ う。

　先ず、（四三三 六）の 「伊豆手夫祢」
202）

と （四

四 六 〇）の 「伊豆 手乃舟 」
203）

で あ る。

　外来語を取 り入 れ る場合、大きく分けて音訳 と

意訳 の 二 つ の 方法 が ある 。

　中国語で は、どち らも漢字で表記する こ とにな

るが、音訳 し て み た もの の わか りに くい か もしれ

な い
、 と考え られ る場合、さらに類名を加 えて わ

か りやす くするこ とがあ る 。 特に、音節数が少な

い もの は、よ りわ か りやす く安定 した もの に す る

ため に、こ の 手法が採 られ る こ とが多い 。

　例えば 、 beerや card と い う単語 は、「睥」や 「辛」

と い う訳で 、一応、事足 りて お り、特 に単語 の 一

部で あれ ば 、 問題はない （例 ：扎睥 、 〔ジ ョ ッ キ に

入れ た〕生 ビール ；信用葦、ク レ ジ ッ トカ
ー

ド）。

と こ ろが 、「睥」や 「辛」 だ け で
一

つ の 独 立 した単

語 とな る と 、 やは りわ か り に くさは否 めない 。そ

こ で、類名 の 「酒 」 や 「片」 を加 えて、「睥酒」や

「k 片 」 とす るの である。

　 「外来 語 ＋類名」 とい う、現代 中国 語に見 られ

る こ の よ うな表記法は、古代 日本語に既に存在 し

て い る。「手 ］ や 「手乃 」 とい う訳で 、
一

応 、事足

りて い るが 、よ りわか りやす くするた め に 、「夫袮 」

や 「舟亅 と い う類名 を加 えて、「手 夫袮」や 「手乃

舟」 とした の で ある 。

　歌人 が 見 た もの は 、どち らも、「手 乃 」 と呼ばれ

る船で ある。表記の違 い は、（四四 六 〇）で は、「手

乃 」 をそ の まま使 うこ とが で きた が、（四 三 三 六 ）
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では、音節数 の 制約 を受けて 、や む なく
一

文字省

略せ ざる をえなか っ た、とい う こ とか ら生 じて い

る 。 そ し て 、歌人 は、一一文字省 略す る に 当た っ て 、

前の 「手 」 を略 して 後 の 「乃 1 を残 したの ではな

く、後 の 「乃 」 を略 して 前 の 「手」 を残 し た の で

ある。

　 もち ろ ん 、逆に 、（四 三 三 六 ）で 「手 」 と詠まれ

た船を、（四四 六 〇〉では 二 音節で詠 む ため に、「手」

に 「乃」 を後置 して 「手乃 」 と した、と見なして

も
一

向に差 し支えない 。

　 い ず れ の 見方 をす るに せ よ、意味は 取れ な く と

も、修飾語 を被修飾語の 後に 置くとい う、表層の

日本語には見られない 語法構造で ある こ とは見て
　 　 　 　 　 　 　 て　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 よ

取れ る．な お 、「手 」 は 、意味 も知 らず に訓み を
一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 セ

つ 当てただけで あっ て 、歌人 が 「手」 と詠 ん で い

た可能性 を排除 し ては い けな い
。

「手 」 に は、た行

音の 場合、「た」 と 「て」 の 二音が あ り、実際 の と

こ ろ、時 代差や 地域差 さらに は 個人差 に よ り、「た 」

と 「て 」 の 二音が存在 し て い た と考えて よ い
。

　 次は、（三
一

七二 ）の 「熊野 舟」
2041 、（〇 九四 四）

の 「真熊野之船」
205 ）

、（
一

〇三 三 ） の 「真熊 野之

小船」
206〕

で ある。

　 （
一

〇 三 三 ）の 「真熊 野之小船 」は 、（三
一

七 二 ）

の 「熊野舟 」 や （〇 九四 四〉 の 「真熊野之船 」 と

ともに、同 じタイプ の もの を指 して い る、と考え

られ る。つ ま り、（
一

〇三 三〉の 「小 船」 は 、「小 」

と い う情報 を明示 し て お り、（〇九四 四） の 「船 」

と （三
一一

七 二 ）の 「舟」 は、音 節数 の 関係で 「小 」

を略 して は い る が、（
一

〇三 三 ）の 「小 船 」 と同 じ

も の 、と理 解 し て よ い 。

　最後 は 、（三 三 六 七 ） の 「安之 我良乎 夫祢 」
207）

で ある。

　先 の 例 と同 じ く、こ れ ら の 単語 も 「外 来語 ＋ 類

名」とい う表記法で書き記 され て い る。「小」や 「乎」

と訳 して 、一応、事足 りて い る が、よ り わ か りや

す くす る ため に 、「船」や 「夫祢1 とい う類名 を加

え て 、
「小船 」 や 「乎夫祢」 と した の であ る 。

　 「小呼 」 を 「を」 と訓む の は 、後人 の 訓み 誤 り

で 、 歌人は 、
「こ 」と詠ん で い た はず であ る 。 後人

は、万 葉人がた またま使 っ た 「小ノ乎」 がた また ま

「を」 と読め るため に、接頭語 か形容詞 と誤解 し

た が、熊野 の 「小船」 と足柄 の 「乎夫祢 」 は 、と

もに 「こ ぶね 」 と訓む べ きもの で あ る 。 こ の 訓み

誤 りは、「小船」や 「乎夫祢」 の 語義が わか らな く

な っ て し ま っ た こ と に 起因 し て い る
208 ）

。

　漢字が わ か る者は 、字形 の 示唆す る意味か らな

か なか 自由になれ な い
。

こ の 問題 もそ うだが 、漢

字が 表音 の ため に用 い られ て い る こ とを見抜かね

ば な らな い ケ
ー

ス で も、字形で 解け （た 気 分 にな

れ ）れ ば 、思考がそ こ で停止 して しま う。

　 歌人 は、表音 の ため に 「小 」 や 「平 」 を用 い た

の で あ り、そ の 字形が示 す意味は特に 考慮 されて

い な い 、と考えて よ い 。（三三 六 七）の 原文 の よ う

に、「乎夫祢 」と表記 され て いれば、字面か ら舟の

大 きさを連想す る二 とはない
。 とこ ろが、「小舟」

と表記 され て い る と、当て字 に過 ぎな い とい うこ

と が わ か っ て い れ ば よい が、人 々 が 、つ い 、字形

に引かれ て 、単に 「サイ ズが小 さい 船」 と取 っ て

しま っ て も無理 は ない
。 語感の 極 め て鋭い

一
部の

人 が 腑に落 ちな い と思 う こ とが あ っ て も、漢字 の

絶大な表 意力 の 前に、「小 」 と書 い て あ るか ら小 さ

い と考え る しかな い 、と不 審の 思い を喪失 して し

ま うの で あ る。

　 それ で は 、「手」、「手乃 」 と 「小 ノ乎 」 は、い ず

れ も船を意味す る音訳 の 外来語 とい う こ とになる

が 、
一

体 どの よ うな言葉 に由来す る の で あ ろ うか 。

先 に 引用 した 井 上氏 の 知 見 か ら推測すれ ば、厂手 」

は 「tau」 を、「手乃 」 は 「tau ・nui 」 を、そ して 、

　 コ　　　　コ
「子 ノ乎 」 は、「kau」 を書 き記 し た もの で あ ろ う。

　大 型 の カ ヌ ーと言 い たけれ ば、確 か に 、
厂手 乃

（tau・nui ）」 が正確な表現 で ある。しか し、 実際

に は 、（四 三 三 六 ） の 「手 （tau）」 が （四 四六〇）

の 「手乃 （tau
・
nui ）」と同 じ大型船を指す よ うに 、

大きい こ とを 明言す る場合 を除き、「手 （tau ）」

だ け で カ ヌ
ー一

般を指 し た はず で ある 。 それは 、

今 日、カ ヌ
ー

が大 小 を問 わず に使 え る の と同 じよ
　　　　　　　　　　　　　　 ニ　　　　コ
うな状 況 で あ る． こ の こ とは、「f．t乎 （kau）」 に

つ い て も同様で あ っ た、と考え られ る。

　言語現 象と して 、 伊豆 で は 「手 （tau）亅 が使 わ
　　　　　　　　　　コ　　　　Pt
れ 、熊野 や 足柄で は 「子1乎 （kau ）」 が使 われ て

い る こ とは 、注 目に 値す る。それ は、伊豆には カ

ヌーを 「手 （tau ）」 と 呼 ぶ 人 々 が、そ して 、熊野

や 足柄 には カ ヌ ーを 「子 f乎 （kau）t と呼ぶ 人 々

が い た とい うこ とを示 して い るか らで あ る 。

　これで 、古代 の 日本には、修飾語 の 「nui 、野 1

乃 」 を付す 大型 の もの （kaulua−nui 、枯野 ノ軽野 ；

kau−nui 、狩野 ；tau ・nui 、手乃） と、「nui 」 を付

さず 、大型の もの か ら小型の もの まで 幅広 く使用
　　　　　　　　　　　　　 コ　　　　コ
で きる もの （tau、手 ； kau、子 1乎）が あ っ た こ

とが わか る。
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3 ．姉妹船

　 「大 目麁籠」の 姉妹船 は、重複す るが 、『古事記』

で は 、「无間勝間之小 船 1無間勝間之小船 1で あ り、

『日本書紀』で は、「無 目籠」、「無 目堅間」 で ある
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か たま

3el）
。 考察の 便宜 上 、こ れ らを ひ とまず 「無 目 籠 之

小船」 の
一

語に括 っ てお く，

　こ の 船は 、
「竹 で固 く編ん だ、す きまの ない 小 舟

　 　 　 　 　 　 　 　 か ご
302）！隙間 の ない 竹 の 籠 303）

！隙間な く竹 を編ん だ 小
　 　 か ご　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 か ご

さな籠 の 船 304ワ密 に 編ん だ 隙間の ない 籠 30S 〕
」、と

説明 され て い る 。

　籠は 、所詮、籠で ある。竹籠に ど う手 を加え た

と こ ろで 、大海 へ 乗 り出す には貧弱す ぎる 。 大事

な任務を持 っ て遠 くへ 出 かけ る時にわ ざわ ざ造 っ

て 乗 るよ うなも の ではな い
。

　茂在氏は 、次 の よ うに述 べ る
306 〕

。

　 …　　 無 目堅 間小舟 …　　 は御存知で あろ

う。…　 在来は 目っ ぶ しを した篭の 舟と訳 し

て い る こ の 船 。 無 目は水密な と訳 して も良 い

が 、そ の 後を私 は次の よ うに 考える。

　 カタ マ ラ ン を、元 の 響 きを残 して 日本語に

訳 せ とい っ た ら、「カ タ マ 小 舟」と訳す の は無

理 な話で あろ うか。私は 「堅間小舟」 は文 字

に意味が あ る の で は な くて、発 音に対す る当

て字が使われた の だ と解釈する。…　 も っ と

もカ タマ ラ ン とは タ ミ
ー

ル 語 であ る 。 カ タ と

は 「結ぶ 」 マ ラ ン とは 「木 」 で 、筏の こ とも

双胴 船の こ ともカ タマ ラ ン と呼 んで い た の に

は 数千年 の 歴史が ある 。

　 　 　 　 　 　 かた ま

　茂在氏 が、「籠 」を、カ タ マ ラ ン の 音訳 で ある、

と看破 したこ とは、画期 的で あ り、そ の 功績 は大

きい 。し か しなが ら、「無 目」 を、水密な、と解釈

した こ とは 、従来 の 解釈の 域を出るもの ではな い 。

水密で ない 船は、水 上 の乗物 と して は不適 当で あ

る。『記紀』は、どの 船 に も求 め られ て い る 必 須条

件にわ ざわざ言及 して い るわ け で はない D こ の 「無

目」 は 、文字通 り、「目が な い 」 とい う意味な の で

あ る 。

　中国語 で は、龍 の 装飾が あ るもの を、単に龍 と

言 うこ とがある
307 ）

。 龍舟節1龍船節で使用す る船

に は龍 の 装飾が施 され、
一

般には 、龍舟！龍船 と言

うが、単に龍 と言 っ て もよ い
。

　苗族の 文化では、船は龍に同 じ 、 と考えられて

い るが、こ の よ うな、船 を龍 と同
…

視す る考え方

は、例えば、浙江省の 舟山 （杭州湾）地 区に も見

られ る 。
こ こ で 、こ の 地 区 の 漁船に つ い て書かれ

た文 章 を
一・

っ 見て お きた い 3081 。

　　長 江 口 外 奈海杭州湾
一

帯，是中隼古国最

早 出現海上潼船的海域之
一。現 今概念 上的娠

泗 漁場，正是姓于遠片江海交江 聿撓大海域的

最佳区位上 。
…　 据考古 ， 上古 吋期的昊越凩

俗 由海洋佶播至 燥泗列 島。 由此推断，最早 出

現 在杭州湾外長江 入海 口 之蠑泗 海域上的，当

是独木 滷舟 。

…　 在相 当長
一

个吋期 内，遠榊

独木舟式的潼船之 船失襾側没有船眼装怖，因

此潼民 喚之 力
“
无眼尤失

”
。

　 船 の 舳先は 、 船頭 と言い 、龍舟ノ龍船の 場合 には

龍頭 とい う言 い 方 があ る が、普通の 船で も龍頭 と

言 うこ とが ある、舟山 （杭州湾）地区では 、長期

にわた り 、 丸木舟形式の 漁船の 舳先 （船頭 、龍頭）

の 両側 には船 眼 （船の 眼、マ タノ タタラ） の 装飾

が な く、漁民はそれ を 「無眼龍頭」と呼 んで い た 。

　 舟 山 （杭州湾）地 区 の 漁民 が使 う 「無 眼龍頭」。

これが、「無 目籠」が船眼 の 装飾が な い 船で ある こ

とを教 えて くれ て い る 。 『記紀』の 物語が成立 した

頃の 日本に も、船を龍 と見なす 人 々 、船眼 の 装飾

がない 船 を 「無 目龍」 と呼ぶ人 々 が い た の では な

い か 。少な くとも、そ の 頃 の 日本人が そ の よ うな

文化が世 の 中にあ る こ とを知 っ て い た こ とは 、間

違 い ない
。

　 で は、「無 目龍」 は 、なぜ 、「無 目籠」 と表記 さ

れ た の で あろ うか 。

　龍は、想像上 の 動物で あ る。「無 目龍」 とい う表

記 をそ の まま採用する と、人間 が 人間に作れ るは

ず の な い 龍 を作 る こ と に な り （作無 目龍）、 合理 的

で はな い と考え られた の であ ろ うD 『日本書紀』に

は 、さら に 、竹 を取 っ て 「大 目麁籠」 を作 っ た、

とあ る の で 、籠は、龍 と竹 の 二 つ の 情報 を同時に

伝 え る 好個の 文字 と考え られ た の で はな い か 。

　 　 　 か たま

　 「無 目籠 之小船」は、意味 の よ くわ か らな い 「無
　 か さ ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　’
目 籠 」 に 、よ く知 られ て い る 「小船 」 を後置 し て

意味説 明を補足す る形式を取 っ て い る 。

　茂在氏は、上 に引用 した通 り、カ タマ ラ ン は 「カ

タマ 小 舟 」 と 訳 せ る、と言 う。 全 体像 の 捕捉 とい

う点で問題は ない が、正確 で はな い 。こ の 着想で

訳す な ら、カ タ マ ラ ン は、「カ タマ 船 （勝間船ノ堅

間船擁 船 ）」 とな る か らで ある。

　先 に 、 外来 語を取 り入れ る場合、大 き く分けて
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音訳 と意訳 の 二 つ の 方法が あ り、音訳で は、さら

に類名 を加 えて わか りやす くす る こ とがあ る、と

述 べ た。そして 、beerや card は 「睥酒 j や 「卞

片」 である、と例示 した 。 泡が ある とか、小 さい

とか い う要素を類名 に持たせ る こ とは ない の で 、

い くら泡があ っ た り、小 さか っ た り して も、
「睥酒」

や 「k 片亅 が、「睥泡酒 」 や 「辛小片 」 とな る こ と

はな い
。

「之 e を介 してい る こ とか らもわか る よ う
　 　 　 　 か た ま

に 、
「無 目籠 之小船」の 「小船」 は、類名で はない

の で ある。

　 シ ボ ツ チ の 老翁は、第三者がその 小 ささに 言及

せ ね ばな らない ほ ど、明らか に形状が小 さい 船を

わ ざわざ作 っ て 山幸彦に提供 した わけで はな い 。

こ の 「小 船」 が 、決 し て 、小 さい 船 とい う単純 な

意味で使 われて い るの では ない こ とは、も うお わ

か りで あ ろ う。「小船」 は、こ こ では、「コ （kau）

と呼ばれ る船」 の こ とで あ り、すでに検討 した通

りで ある。

　 　 　 　 　 　 か たま

　さて、「無 目 籠 之小 船」は、考察の便宜の た め に

創作 した仮の 言葉で あ る。おお よそ の 意味が 取れ

た と こ ろ で 、こ の
一

語に括る前の 、個 々 の 表記 の

出入 りも検討 してお きた い
。

　 『古事記』に は 厂之小船 」が 付 され 、『日本書紀』

には それ がな い 。 語部の 言 うカ タマ は補足 説明な

しに は もは や 理 解で きま い とい う危惧 は 、『記紀』

の 編纂者 に 、程度差は ある もの の 、共通 して 見 ら

れ る 。 『古事記』は 、「无聞勝間ノ無間勝間」 の 直後

に 「之小船」 を付す こ とで 、『日本書 紀』は 、文 末

の 厂一云」 で 厂是今之竹 籠」 と述 ぺ る こ と で 3e9）
、

意味説明 を補 っ て い る 。 両者は 、表現の手法や用

い た漢字こ そ異なるが、伝え よ うとす る情報には

違 い がない
。 どちらも、今の 言葉で言 う コ （kau）

に相当する船で ある こ とを伝 えよ うと して い る の

で ある 。

　外 来語 は、元 の 表記をそ の まま採用 し な い 限 り、

新たな表記 をす る際に揺れが生 じやすい 。『記紀』

に お ける 「勝間」 と 「堅間 」 の 揺れ は 、元 の 表記

をその まま採用 しなか っ た （あ る い は で きなか っ

た）ために 生 じて い る。『記紀』がそ うしなか っ た

（あ るい はで きなか っ た） の は 、そ の 単語 が漢字

以外 の 文字で表 記 され て い たか 、文字表 記そ の も
　　　　　　　　　　　　　　　　 Pt　　　　　　　　　コ
の がなか っ た か 、 の どち らか で あ る 。

「小 」と 「乎」、

さらに は 、「籠」 の 揺れ も、同 じ理 由 に よ る もの で

ある e

　 「無 目」には 「无間！無間」 と 「無 目」 の バ リエ
ー

シ ョ ン があるが、い ずれ も、VO 構造で あ る。こ

の 構造は 、こ の 表現が
、 音声を表記 した もの で は

なく、意味を表記 して い る こ とを示 して い る e 言

い 換 えれ ば 、
「マ ナ シ ぽ な し」 とい う音声で は な

く、「マ な し1まな し 310）

」 とい う意味を表記 し て い

る の で あ る。

　残 るは 、「間」 と 「目」 の 出入 りで あるが、表記

に違い は あ る もの の 、伝達 しよ うとする情報 には

違い がない
。

「間」 と 「目」 は 、 ともに 「目1眼」

の こ とであ る 。

　同
一
情報 の 記録 に同

一
表記を用 い る手法ほ ど単

純 明快な もの はな い
e 『占事記』の 編纂者は、語部

が 口 に した 二 つ の 「マ 」 とい う音声の どちらを も

「間 」 で書 き記 した が、後人 は 、同
…

表記 （問）

が 同
一

情報 （マ ）を伝 えて い る こ とを見て取 る こ

と もで きな か っ た。

　答は、既 に出て い る。先に 、船には船眼 （船 の

眼、マ タ ノ タタ ラ）の装飾を施さない もの が あ る、

と 述 べ た 。『古事記』は、「マ タ ノ タ タラ 」 とい う
　 　 　 　 　 　 ま

音声情報を 「間 」 と書 き記 し、『日本書紀』は 、「船
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま

の 眼 」 と い う意味情報 を 「目」 と書き記 し た の で

あ る 31P
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 カ タ r 　 　 　 コ
　以 上 を踏 ま え て 解釈すれ ば、「無 目 籠 之小船 」

の 意味は 、 次の よ うに な ろ う。

　 「舳先に船 眼 （マ タ ノ タタラ） の 装飾の ない カ

タ マ ラ ン と い う船で 312 ）
、ある文化 圏で は無 目龍

と呼ばれ 、船材に竹 を用い て い るが、今 の 日本語

で は 、外 来語の コ （kau ）と組み合わ せ て 、通常 、

こ ぶ ね と 呼 ん で い る もの に 相 当す る船 」 で あ る 。

　 　 　 ガ fマ　　　コ
　「無 目 籠 之小 船」が示す全体像には圧倒 され る 。

四 方の こ とを 、 東西南北 とも言 うが、こ の
一
語 に

は 、東の ポ リネシ ア文化に加 え て 、南方 の タ ミ ル

語圏の 文化 と西の 中国江南の 文化 まで もが織 り込

まれ て い る。古代の 日本人 が 途方もな く広 い 地域

の 人 々 と交流があ っ たこ とには 、改めて驚か ざる

をえない
。

4 ． 「大 目麁籠」

4 − L 表記 の 誤 り

　 「大 目麁籠」 は 、表記に 誤 りが あ る 。

　 「大 目3 が 「无 目」 を書き誤 っ た もの で あ る こ

とは 、容易に見 て 取れ る。それ を訂 正する と、「麁」

が浮 い て しま うが、それは、「无 目」 を 「大 則 と

誤認 した こ とに付随 して 生 じた誤 記 であ り、や は

り正 され ね ばな らない
。 で は、『日 本書 紀』は 、ど
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の よ うな漢字を 「麁」 と誤認 し誤 記 した の で あ ろ

うか 。 漢字や古典を知 る者なら、「龜」 と見当をっ

け る の に 、そ れ ほ ど時 間は か か る ま い 。

　 語部が提供 した 音声情報 は 、記録の 段階で は 、

「无 目龜籠］ とい う文字表記を与え られ たはず で

あ る。その 後、編集 の 段階で 、書か れ た こ との 意

味が取れず 、
「沈 」 （後述） とっ じつ まを合わせ る

た め、「无 目」 を 「大 目 」 に 、「龜」 を 「麁 1 に 書

き換えた わけ で あ る。

　 「无 目龜籠」 とそ の 姉妹船が登場する説話は同

じも の で あ り、厂无 目龜籠」と姉妹船は 同 じ船で あ

る 、 と理解 し て よ い 。っ ま り、こ の 「无 目龜籠」
　 　 　 　 　 　 　 カ タ マ　 　 　コ
と姉妹 船 の 「無 目 籠 之 小船 」 とで 、表記 の 上 では

龜 （以下、特に 必要な場合 を除き、亀）の 有無 と

い う違 い は ある もの の
、 実際に は 姉妹船 も亀を舶

載 して い た 、と理解 して よ い 。

　亀は、そ こ か ら情報が取れない 者には余計な存

在で あろ うが、こ の
一

文字が もた らす情報 は 、計

り知 れ な い ほ ど重要で ある 。 亀は、亀で し か な い

が 、海 の 民 は
、

い わ ゆる亀を外洋船に乗せ ない
。

で は 、彼 らは、どの よ うな動物 と共 に航海 した の

だ ろ うか 。

4 − 2 ．鳥の 舶載

　 情報には、一
般 に、目で 受容す る もの （以 下、

視覚情報 ）と耳で受容す るもの （以 下 、 音声情報）

の 二 種 が あ る 401 〕
。時空を越え た情報 の 伝達に は 、

電話やテープ レ コ ーダがな い 時代に あ っ て は、視

覚情報を使 うしか ない が、視覚情報は、さらに 、

文字情報 と非文 字情報 （図像や造形等）に大き く

分け ら れ 、文字が なか っ た頃は 、非文字情報 が利

用 された。
　 か ら こ　　 か ぎ

　 唐古 。鍵遣跡 （奈良県磯城郡 田原 本町 〉 の 弥生
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ひ が しセの

士器 の 線刻舟の 前方には鳥が描か れ て い る。東 殿
つ か

塚古墳 （奈良県天理 市） の 円筒埴輪には 、三 隻 の

大型 船 の線刻画 が 描 かれ 、 2 号船 は 、舳先に鳥 が
　 　 　 　 　 　 め ずら し つ か

描かれ て い る。珍敷塚古墳 （福岡県浮羽郡 吉井町 〉

の 壁画に は、舳先に鳥が大きく描かれ て い る 。

　古代 の 日本 にお い て 、一部 の 情報 は、非 文字情

報と音声情報の 二種 の媒体で伝 達 され て い る。言

い 換えれ ば、土器や壁画に彫 られた 非文字情報 と、

語 部に よ っ て 代々 引き継が れ 、後 に 『記紀』等の

文字情報 に変換 された音声情報には重なる部分が

ある と い う こ とで あ る c 日本 の 古典 を知 る者 に は

容易に見 当が っ くで あろ うが
、 土器や壁画に彫 ら

れた 図像と語 部の 口承に 共通す る情報 とは、人 々

は鳥 を船に 乗せ て航海 した 、 とい うこ とで ある 。

　　「天 鳥船 」、「天 鴿船 」
402 ）で は 、漢字 の 表 意機 能

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 と
9j

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は と

が利用 され てお り、字面 の 通 り、「鳥」、「鴿 403 〕

」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア t

と取 っ て よ い 。なお 、「天 鳥船灰 鴿船」 の 「天 」

は 、表面 上 、意味表記に見え るが 、実は、例 えば、
　 　 　 　 　 　 モs　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　7tL

天 丼や天汁 の 天や丸芳ee　404 〕
の 丸 と同 じく音声を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あ ま

表記 した もの で あ り、天 （天空）の 意味はな い 。
　 ア v

　「天」 とは 、「ア ウトリガー ・
フ ロ ー

ト」 （ama ．　n ，

Outrigger　float；port　hull　of　a　double　canoe ，　so

called　because　it　replaces 　the　float、40s）
）の こ と

で あ る 406 〕

。

　　「天磐船 407 ）
」 では 、鳥 と い う情報 を伝 え る 漢

字は 、字形に 意味が な く音声に意味が あるた め、

理 解す るに は 、先の 「天 」 同様 、言語 の 知識 があ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 い わ

る程度必 要であ る 。 磐の船が水に 浮か ぶこ とはな

い こ とか らも、意味表 記 で は な い こ と が わ か るが 、

　 イ ワ

　「磐 」　と は 、　「軍 艦 鳥 」　（
Iiwa

，　 Frigate　or

man
・
of
’
war

・bird　40s ）

） の こ と で あ る 409，
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い わ

　　「磐」 は、適切 な言語 の 知識が なければ、「磐」

と誤解す る の は必 至 で あ るが、『記紀』の 一
部 の 単

語 には、そ の よ うな誤解を避 け る 工夫が され て い

る 。
「鳥之石楠船」、「鳥磐櫞樟船」

410 ）
とい う表記

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い わ

は 、冗長 と承知 の 上 で 、「石 ノ磐 j を 石 や岩 の 「石 1
いわ　　　　　　　　　　　　　　　 l ワ イ ワ

磐」 で はな く鳥 の 「石 1磐」 に ど うあ っ て も紛れ な
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 と り の　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t　り の

く理解 し て も ら うた め に 、「鳥之ノ鳥 」 と い う情報

を敢えて冠 した もの で あるが、後人 は、書か れ た

こ との 意味を取る こ と もできなか っ た 。

　 最後は、「无 目龜籠 」 で あ る 。 前述 の 通 り、非文

字情報 と、後に文字情報に転換 され た音声情報に

共 通 する情報 は 、 人 々 は 鳥を船に乗 せ て航海 した 、

と い うこ とで ある 。 そ して 、船名 を構成す る動物

は 、鳥で あ る 。 そ うす る と、こ の 亀は 、鳥 と解析

す る し か な い
。

つ ま り、私 たち に とっ て、亀 と は 、

通常、爬虫類 の 亀であ っ て 鳥類の 亀を意味する こ

とはな い が、古代 日本 語 で は ある種の 鳥を亀と呼

ん で い た、と解析 せ ざるをえ な い 。

　古代人 がある種の 鳥 を亀と呼ん だ例は、他に も

存在す るの で あろ うか．

　例えば 、古代英語 では 、 turtle は 、　 turtledove

の
一

般的な略称 であ っ た 411，

。

　
“Turtle” was 　 a　common 　 archaic 　 English

shortening 　ofthe 　name ‘
“
turtledove ．

”

　turtledove は 、通 常、キ ジ バ トと訳 され る が 4t2）

、

小 論で は 、亀鴿 と訳 して お く 。 そ うす る と、全称

N 工工
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珍敷塚古墳の 船と鳥

の turtledoveノ亀鴿 を 上 略 した 形が dove！鴿で 、　 F

略 した形が turtleノ亀で あ る こ と が 容易に 見 て 取

れ る。亀鴿は、考察の 便 宜 の た め試み に訳 した も

の で あ る が 、古代 日本語に は 、
上 略 した 形 の 鴿や 、

下略 した 形の 亀 が存在 し た の み な らず 413）
、全 称

の 亀鴿 も存在 した の では ない だ ろ うか 。
ハ ワ イ語

には、kuhukuktiとい う単語 が あ り、鴿もし くは

亀 鴿 を 意 味 す る （kuhukukrt．　 n ．　 Dove 、

turtledove4i4））。
　 kuhukukO が 、

　 turtleと 訳 され

た 例を挙 げて お く 415 ）
。

　　　 The　 yoice 　 of 　the　 turtle　6n　rehnie 　for

turtlθdove2，　ka　leo　o　ke　kuhukukU ．

　 で は 、海 の 民 は、何 の た め に、鳥 を船 に 乗 せ て

航海 し た の で あ ろ うか 。

　外 洋航海で 、目標 の 陸地や 島が視界に 入 っ て こ

ない 場合に、あ らか じめ船に乗せ てお い た鳥 （特

に 、ハ トやカ ラ ス な ど の 陸鳥）を飛ばす の であ る。

鳥が飛 び去 るな ら、その 方向に 陸地や島があ る こ

とが わ か り、船に 戻 っ て 来 る よ うで あれ ば、近 く

に は 陸地や 島が ない こ とが わか る。

　外洋船に鳥を積み込 む こ と は 、乗員が 生 き て 再

び地 面を踏む こ とが で きるか ど うか に関わる極め

て 重要な行為で あ っ た
。 そ の 重要 度の 高さ は 、鳥

の 舶載 が非文字情報 と音声情報 （後の 文字情報）

の 二 種の 媒体に 登場 す る こ とか ら も窺い 知れ るが、

例 え ば、「天 鳥船 」 を構成す る 三 要 素の 中の
一

要素

を 「鳥」 が占め る こ とか らも理 解で きよ う。

4 − 3 ．動詞 の 意味

　 『日本書紀』に、「一云 、以 無 目堅 間為浮木 、以

細縄繋著火火出見尊而沈之．所謂 堅問、是今之竹

籠也 」 （神 代下 、第十段、
一一

書第
一

〉 とあ る 。

　 「沈む 1沈め る 」 （以 ト、「沈 」）は 、「人や物 が 水

面上か ら水面下に移行す る1移行 させ られ る」こ と

であ る。「沈」 に乾湿二 方式 が ある こ とは 、 海陸 両

文化 に 共 通 す る 。人 や 物 は 、F沈 」が乾 式 で あれ ば 、

濡れ る こ とは ない が 、「沈」 が湿式 で あれ ば 、 濡れ

る 上 に 、人間 の 場合、そ の 状態が 4 〜5 分 を超 え

る と、死に至 る。従 っ て 、こ の 場合の 「沈 」 は、

乾式の 「沈」 で しかあ りえず、湿式の 「沈」 を決

し て 想 定 し て は な らない 。

　と こ ろ で 、温式 の 「沈 」は、海陸両文化で意味 ・

用法に 違 い がな い。そ の た め、人 々 は、類推に よ

り、乾式の 「沈」 の 意味 ・用法 も両 文化 で違 い は

な い
、 と思 い 込 む。思 い 込 みが あ っ て も、意味 ・

用法 の 広 い 側 （以 F、「広」 の 側）が狭 い 側 （以下、

「狭」 の側）の こ とを理解す る の に問題が 生 じ る

こ と は な い が、逆 の 場合に は、問題 が 間 々 生 じ る。

　乾式 の 「沈」 は 、海の 文化で は使 う対象に制限

がな く使用 面が広 い の に対 し て 、陸の 文化で は使

う対象に 制約があ り使用面が狭 い 。両文化にお け

る 「沈」 の 使 用面 の 広狭 の 差に加え、そ の よ うな

差異が存在 す る こ と 自体に 気 付い て い な い た め に 、

「狭 1 （陸の 文化）の側は 、「広 」 （海 の 文化） の 側

の 意味 ・用法 が理解 でき ない の で ある。その た め

に 、「沈 1を、決 して想定 しては ならな い 湿式の 「沈」

に解釈 した挙句 、
つ じつ まが合 うよ うに船名の 表

記 に 手 を 入 れ る こ とまで して しま っ た の で あ る e

　 海 の 文化 では、乾式の 「沈」 は 、人で あれ 物 で

あれ 、何 かが水平線の 下 に消える こ と で ある。こ

れ に 対 し、陸の 文 化 では、人が触れ る こ との で き

ない物 （例 えば 、星 ・月や太 陽）には 乾式の 「沈」

を考え （られ） るが 、人が触れ る こ との で きる物

　（例 えば、船舶やそ の 乗員） に は乾式 の 「沈 」 を

考え （られ） な い 。

　 水平線 へ と進み ゆ く船は、やが て 、星 ・月や 太

陽と同 じよ うに 水平線 の 下に 消えて い く。そ の 様

を 日 々 観 察 し 実地 に 検証 した 海 の 民 が 、船 の こ の

種 の 「沈 」 を、星 ・．月や太陽 の 「沈」 と 同類の も

の と考えた こ とは、本 質を捉 えた極 めて 自然なも

の で あ っ たが 、そ の 発想 は、同 じ視 点を持た ない

陸の 民 には想像す らで きない もの で あ っ た 。

　 落水 は 、危険で あ る r．今 日 の ヨ ッ トで も、航走

中に船か ら人が落ちる と、救助 は難 しい 。夜間や

荒天時 に落水す る と、救助は さらに 難 しくなる 。

そ れ は、波 間 に入 っ た 落水者 を
．一

瞬に して 見失 う

か らで あるが 、ビ ギナ
ー、ベ テ ラ ン を問わず、毎

年、多 くの 人 が落水 で 死 亡 して い る。海上保安庁

の 発表に よ る と、平 成 15 年 の 海 中転落事故の 生
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存率は 、21 パ ーセ ン トで あ る 416 ）

。 海 に 加 え空か

らも捜索
・
救助活動が行なわれ る今 日で さえ 、 落

水 し て 助か る の は 五 入に
一

人で あ る 。 古代 に お い

て 、外洋航海 中の 落水は 、死を意味 した で あろ う。

　落水 に 備 えて 、今 日 の ヨ ッ トに は 、テ ザー （ハ

ーネ ス ラ イ ン） とい う、艇 と体を繋ぎ止 め る命綱

が あ る 。古代の海 の 民に とっ て も、「板子
一一

枚、下

は 地獄」 で あ り、落水に 対す る備えは 欠か せ な か

っ た 。 亀の舶載は 、遠洋航海や命綱の使用 を示 唆

す るが、装着を本人任せ に しない 念の 入れ よ うは、

火 火 出見尊 の 身分 の 高 さを物語 るも の で あろ う。

　 「一云 」 に始まる文章は、僅か 33 文字で ある

が 、 提 供する情報 の 質の 高さは 、 秀逸であ る 。

　渡航用船舶 として 船 眼装飾 の な い カ タマ ラ ン が

準備 され た こ と、落水 に備 えた命綱は、火火 出見

尊に は船上 で 動きやすい よ うに他 の 乗員よ りも細

め の も の が使用 され た こ と、尊 の 命綱は 、本人で

はな く他人 が し っ か りと装着 した こ と、装着確認

後 に 出航 し て お り、発航前点検が きちん とな され

た こ と、
一

行に対す る見送 りは、船影が水平線の

下に消え るまで の 鄭重な もの で あ っ た こ と、そ し

て、こ の 物語に登場するカ タマ ラ ン は、今風 に言

え ば、竹 で で きた コ （kau） とい う船に相当する

こ と、などが 読み取れ る。ポイ ン トを押 さえた 、

正確 な内容 には、驚きを禁 じえな い
。

　音 声情報 は 、通常 、転換され た文字情 報 に保 存

され て い るもの で あるが 、こ の ケース で は 、そ の

限 りで はな い 。ご覧の 通 り、「お ほ まあ ら こ 」 は 、

決 して 何か 由緒や い われ の あ る名 を伝え て い るわ

け で は な い 。単に 、「无 目龜籠」 が 「大 目麁籠」 と

誤記された後に、名称 もわか らず意味 も取れない

まま、漢字表記に基づ い て 、読みが
一

つ 施 され て

い る に 過 ぎない。日本語 の 読み は 、「无 目龜籠」 に

基づ い て再構す る しか ない が 、姉妹船名 との 整合

性 を考慮すれば、「无 目」 を 「マ な し」 に、「籠 」

を 「カ タ マ 」 に読む こ とに、問題 はなか ろ う。 ま

た 、「亀」 は 、姉妹船に は ない が 、「か め 」 に読ん

で よ か ろ う。小論では 、と りあ えず、「无 目龜籠」

の 読み を「マ な し ・か め ・カ タマ 」として お く 417 ｝
。

5 ．お わ りに

　 「大 目麁籠」 は 、 適切な海の 民の 視点を欠い た

ままで は、正確に解けな い
。

　小論で は 、先達の 知見を手掛か りに、さらに 、

海の 民 が用い た で あ ろ う言語や文化の 知識を入 手

する こ とで 、 私たちの 視点を海の 民の視点に少 し

で も近づ け 、「大 目麁籠」 の 原表記が 「无 目龜籠」

で ある こ とを解明する こ とが で きた 。

　古代の H 本語の 問題 を考えた り、古典を読み解

くの に、ポ リ．ネシ ア 語 の 知識や、船舶 ・航海の 知

識が役に 立 つ とい う認 識は、やが て 常識 とな る の

で は ない か 。

注

001＞マ ナ シ は 「目無 し」、カ ツ マ は竹籠で、カ タ

　　 マ ・カ タ ミと もい う。 固 く編ん です きまの な
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま な し か た ま

　　 い 竹籠の 意 。 神代紀には 嘸 目籠 」 とある。

　　西村真次 は 「无 間勝間 の 小船 」 をベ トナ ム の

　　籃船 と比較 して、竹製の 目を椰子 油と牛 の 糞

　　 を こ ねた 塗料 で ふ さい だ船 で あ る と し、ま た

　　 松本信広は竹製の 目を漆で 填隙 した船 と解 し

　　て い る 。 （荻原浅男他校注 1973．p，138頭 注 3）

002）「無間勝間」 は、編ん だ竹 と竹と の 間が堅 く

　　 締まっ て 、隙間がない 寵 をい う。 それ を船 と

　　 し て用い た の で あ り、船の 形に作 っ た の で は

　　 ない 。こ れ を、潮路に乗せ る の で あ り、漕い

　　で行 くわけ で は な い
。 『書紀』には これ を海 に

　　沈 める とあ り、『記』とは異 な っ て い る点、注

　　意され る 。 （山 口佳紀他校注 1997．p．126頭注

　　 4）

003）隙間 の な い 籠 。
「籠」 は コ とも訓む が、古 訓 の

　　 カ タマ に よる 。 こ れ は
一

書第
一

（
一

六三ジ” ）
　 　 　 ま な し か た ま 　 　 　 　 　 う け き 　 つ く

　　 の 「無 目堅 問を以 ちて浮木 に為 り」に つ い て 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 たけ のこ

　　 「所謂堅間は、是今の 竹籠な り」 とみ え、カ
　 　 　 　 　 た ltかご 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま な し か つ ま

　　 タマ は 竹 籠 の 意で あ る 。

…　 記に 「无 間勝間

　　 の 小船」 とあ り、カ ツ マ の語形 もあ る。（小 島

　　憲之他校注 1994、p、156頭注 8）

　　　引用の 際の 省略個所は 、…　 、で 示す。以

　　 下同 じ。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 たけ

　　　なお 、小 島氏に限 っ た こ とではな い が、「竹
　 　 の こ 　　　　　　　 た けか ご

　　籠」 を 「竹 籠」 と言 い 換 える の は、間違 い で

　　ある、両者は、名称 も形状 も異なる全 くの 別
　 　 　 　 　 　 　 たけ の ニ

　　物 であ り、「竹籠］ とは 、「竹 籠 ： たけ の コ 1

　　の こ と で ある 。 注 309）参照 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 nbたあ ま

004）カ タ マ は竹製の 籠。カ タ マ は 「堅編」 の 意か

　　と い う。
カ ツ マ ・カ タ ミとも。 （小島憲之他校

　　注 1994．p．163 頭 tl！　lo「）

005）編 目の 粗い竹籠。これは 「無 目籠」（
一

五 七歪つ

　　 の 目の つ ま っ た籠 とは 反対に 、目が粗い か ら

　　す ぐ 沈 ん で し ま う 。 （小 島 憲 之 他 校 注
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　　1994 ，p．163頭注 12）

101）茂在寅男 1984。

　　 「枯野」 等の 解釈 に外来語 とい う観点を試み

　　た の は、茂在氏が初め て で あろ う。

102）KAMAKURA 　OUTRIGGER 　 CLUB 　 http：〃

　　lei　land ．com ／outriggerl 　column ．sht 皿 1？

　　kodai．html，　 Copyright　 （C）　 1999・2002

　 　KAMAKURA 　 OUTRIGGER 　 CLUB 　 ＆

　 　LEILAND 　INC ．

　　こ れ は、管見に入 っ た 唯一一有用 な知見で あ る 。

　　井 上 氏 は 、こ こ で は 慎重に、kau 　＝ 　to　place，　to

　　set ，　 rest ＝ canoe と説明 して い るが、自身の

　　HP （夢 間 草 廬 、　 http：〃www ．iris．　 dti．ne ．jpl

　　〜muken1 ）で は 、　 kau ニ canoe として い る 。

　　Mary 　Kawena 　 Pukui ＆ Samuel　H ．　 Elbert

　　1986 には 、「kaukahi，　n ．　Canoe　with 　a　s孟ngle

　　outrigger 　float」　（p，135）、　「kaulua．　nvi ．

　　Double 　canoe 」 （p．137）の 例があるの で、　 kau

　　を canoe と理解するの に闘題は ない 。修飾語

　　がなくとも、「kau 」 だけで使われ て い た で あ

　 　 ろ う。

201）寺川 真知夫 1980．p．141・p．142。

202）小 島憲之他校注 1996．p．390 の 原文表記。

　　寺川 真知夫 1980．p．142 は 、引用 の 通 り、大

　　型船 か 、 と推測する 。 正 しい 推測で あ る。

203）小 島憲之他校 注 1996．p．437 の 原文表記、

　　な お、同頁に は、「歌の 趣か ら推 し て 、伊豆 手

　　船 よ りも小 型か と思われ る 」 と頭注 を付 し て

　　い る。小島氏に は 窮余の 策を講 じ る しかなか

　　 っ た が、歌の 趣で は、正 しく解け るとは限 ら

　　ない 。実際、こ の 例で も、文字表記 に基づ く

　　な ら、「手乃 1 は 「手 」 より も大 きい の に （後

　　述）、逆 に解釈 を して しま っ て い る 。 趣 に 頼 っ

　　て 「手1手乃 」 の 大小を論 じ る 必 要は 、もは や

　　な い 。

204）小 島憲 之他校 注 1995b．p，369 の 原文表記。

205）小 島憲之 他校 注 】995a ，p，121 の 原 文表記。

206）小 島憲之 他校注 1995a．p，｝62 の 原 文表記 。

207）小 島憲之他校注 1995b．p．464 の 原 文表記 。

208）「小船 1 が後人 に正 しく理解 されて い ない こ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 を

　　 とを知 る に は 、「小船」 とは どの よ うな船なの

　　か、つ ま り、そ の 具体的な大 き さや乗員数等

　　を考え る とよい
。 注 203）で 、 歌 の 趣 で は 正 し

　　 く解ける とは限 らない 、とは書い たが 、歌等

　　の 趣が真にわ か る人に は 、寧面は 「小船」 だ

　　が 実際には 「小 j さくなかろ う、と感 じられ

　　るこ とが あ るの で は ない か 。

301）姉妹船の 注は 、それ ぞれ 、 注 001）、注 002）、

　　注 003）、注 004）参照 。

302）荻原 浅男他 校注 1973、p．138の現代 語訳 。

303）山 口 佳紀他校 注 1997 ，p、127 の 現 代語 訳 。

304）三浦佑之 2002．p．109 の 現代語訳。以 下の 脚

　　注も見え る 。
　 　 　 　 　 　 　 ま な し か つ ま

　　原文には 「无間勝間の 小船」 とあ り、カ ツ マ

　　 （カ タマ と も）は竹籠の 意だが 、こ こ は、目

　　 の ない （マ ナ シ ＝目無 し）竹 籠で あ り、海 中

　　に潜 る こ との で きる潜水艦 の よ うな船 をイ メ

　　
ージ し て い る の だ ろ う。 海底 に あ る ワ タ ツ ミ

　　の 官 に 行 くた め の 船 で あ る。昔 話 「浦島太郎 」

　　の よ うに亀の 背に 乗 っ て 海底 の 龍宮城 へ 行 っ

　　た ら溺れ て しま うは ずだ。

305）小島憲之他校注 1994．p．157 と p．163 の 現代

　　語訳 。

306）茂在寅男 1984．p．3T ．4。

　　なお 、太平洋学会審査 ・編集委員会 （松永秀

　　夫委員長）か ら、カ タマ ラ ン の 語源 を タ ミ ル

　 　 語 とす る説は A ．C、　 Haddon　and 　 J．　 Horne1

　　著 Canoes　 of　Oceania （Bishop　 Museum

　　Press、1938 年刊、1975 年復刻）が初出 、と

　　の 教示を受けたが、未見。太平洋学会編 『太

　　平洋 諸 島百 科事 典』 （原 書房 、 1989 年 ）

　　p．1／8・p．120 、「カ ヌ
ー

」 （松永秀夫）参照 。

307）  怖以 尤形的。如 ： 尤勺 ；尤旗 ， 亦借指筋以

　　尤形 之物 。 （夢 竹凩 主編 く＜
’
；NM 大 同典》 （第十

　　二 卷）、双遷 大洞典出版社、 1993、p．1459）

308）牧角 人、http：〃www ，ds．zj．cninfo ．netihaiyang

　　we 皿hualmuyurentgongtuyanbianlOO3．htm．

309）『口本書紀』の 注釈の 意味 は 、もうお わ か り
　 　 　 　 　 　 　 た け の コ　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　で あろ う。 「竹 籠」 とは 、「竹 の 籠 （kau ）」

　　 の こ とで あ る。注 003）参照。原文 は、4 − 3 ．

　　動詞の 意味、参照 。

310）『古事記』は、「マ なし 亅、『日本 書紀』は 、「ま

　　な し」 で あ る （後 述〉。

　 　 　 ま

311＞「目」 は 、 音義融合と も取れ る 。 現代中国語

　　の 例 ： 引得（yind6 ）、イ ン デ ッ ク ス
。

312＞カ タマ ラ ン とい う言葉は、古代か ら使用範 囲

　　が広 い が、小論で は 、茂在氏 の 説く と こ ろ に

　　従 う。 なお 、滋 賀県の 地名 「堅田 」 の 「堅」

　　 の 意味 ・用法 も、堅問 の それ と同 じで あ る 。

401）触覚情報に 、ア ン ・サ リバ ン が ヘ レ ン ・ケラ

　　ーの 手に 字を書い た こ とや点字が ある。

402）それ ぞれ 、『日本書 紀』（神 代下、第九段 、
一
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太平洋学会誌　2005年 10 月　　通巻第 95号 （第 28 巻 第 2号）

　　 書第二 ） と、（神代下、第九段 、正 文）。

403）鴿は 、
ハ トの 総称 と理解 して もよ く、後述す

　　 る 「亀鴿」 の 略称 と理解 して もよ い 。　　　　　　　　 マtL
404 ）マ ル ボー ロ 。「丸 」 は 、 音義融合 とも言 える th

注 311）参 照。

405）Mary 　Kawena 　Pukui ＆ Samuel　H ，　Elbert
1986．p．22，

406）茂在寅男 1984．p．2・p．3 は 、「ア ウ トリガ
ー

」

　　 とす る 。

一
般には 「ア ウ トリガ

ー
」 が使わ れ

　　 るが 、こ こ では、「ア ウ トリガー ・フ ロ ー ト」

　　 を用 い た方が紛れ が ない 。

407）『日本書紀』 （神武天 皇）。

408 ）Mary 　Kawena 　Pukui ＆ Samuel　H ．　Elbert

　　 1986，p．104，

409 ）初 出は 、 茂在寅男 1981．p．54・p．64。
410）それ ぞれ 、『古事記』（上巻）、『日本書紀』（神

　　 代上、第五 段、一
書第 二 ）。

411）Miguel　 Venegas 、 htΦ ：11www ．goldengate

　　audubon ．org 乃）irding／earlybirdstTheyCame

　　 BySea．htm，

412）小 西友七 ・南出康世主編 『ジー
ニ ア ス 英和大

　　辞典』大修館書店、2001、p．2310。
413）鴿に つ い て は 、字 面 の 助け もあ り 、 大 きな 問

　　題 はな い が、亀に っ い て は、知識 が継 承 され

　　ず 、 字面か らの 誤解も加わ り、正確 な 意味を

　　取 る こ とが で きない 。

414）Mary　Kawena 　Pukui ＆ Samuel　H ．　Elbert

　　 1986．p．174．

415）Mary 　Kawena 　Pukui ＆ Samuel　H．　Elbert

　　 l986．p．550．

416）救命胴 衣 （ライ フ ジ ャ ケ ッ ト）未着用者の デ

　　
ー

タ 。 着用者の 生 存率は 82 パ ー
セ ン ト。

　 （第 十 管 区 海 上 保 安 本 部 HP 、 http：〃

　　www ．kaiho．mlit ．go．jpllOkanku／anzen1 ）

417）音声 情報 は 、再構 し きれ た とは限らない 。単

　　語 の 読み は、通常、構成要 素の 総 和 と同 じ で

　　あ るが、そ うで は な い 場合 もあ る か らで ある。

　　 「无 目龜籠」 が後者 に属 する よ うで あれば、

　　 「マ な し ・
かめ ・カ タマ 」 の読みは 、修正 さ

　　れ る こ ととなる 。

古典文学全集 2 ）』、小学館。

　
−

　　　　　　1995a．『萬葉 集  （新編 日本

古典文学全 集 7 ）』、小学館。

　　　　　　　　1995b．『萬葉集  （新編 日 本

古典文学全集 8 ）』、 小学館 。

　　　　　　　　1996．『萬葉集  （新編 日本古

典文学全集 9 ）』、小学館。

　寺川 真知 夫 1980．「『仁徳 記』の 枯野伝承の 形成」

　土橋寛先生 古稀記念論文集刊行会編 『日本古代

論集』、笠間書院。

　三 浦佑 之 2002．『口 語 訳 古事記 ［完 全版］』、文

藝春秋。

　茂在寅男 1981．『日本語大漂 流 航海 術 が解明 し

た古事記の 謎』光文 社 。

　　　　　 1984．『歴史 を運 ん だ 船一 神 話 ・伝

説の 実証』東海大学出版会。

　山 口 佳 紀他校注 1997 ．『古事記 （新編 日本古典

文学全集 1 ）』、小学館。

く そ の 他 ＞

　Mary 　Kawena 　Pukui ＆ Samuel 　H ，　Elbert，
1986 ．　Ha　uraifan 　Dictiotrary　U 血 versity 　of

Hawaii 　Press．

〔付記〕

1 ．審査 ・編集 委員会 （委員長 ・松 永秀 夫氏）か

　ら ご教示を受けた こ とに感謝す る 。

2 ．図版は 、『日本語大漂流 航海術が解 明 した 古

事記の謎』（茂在寅男 、 光文社、1981）p ．61 か

　ら転載 した 。
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